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ASEAN諸国の大学における安全管理及び安全教育 
に関する調査および講義の試行に関する研究 

 
       研究分担者 宮崎 隆文 岡山大学安全衛生推進機構・教授 

 研究要旨:マレ－シアの大学を視察して大学の実験研究設備やその水準、安全管理
体制及び安全教育について調査した。また、ミャンマーの大学における安全安全衛
生教育の試行は、安全衛生教育の意識の向上に有意であった。 

 

 

Ａ．研究目的 
  ASEANの大学における安全衛生教育の実態を調べ
る。今回はマレ－シアの大学における安全衛生管理状
況を視察すると共に、ミャンマ－の工科大学で安全衛
生教育を試行する。 
 
Ｂ．研究方法 
  マレ－シアの国立マラヤ大学の化学系研究実験
室を視察して、大学及び実験研究室等の安全衛生管理
状況を調査する。また、ミャンマーの工科系大学向け
の安全衛生教育手法（テキストや資料）を教授して、
現地にて試行・評価する。 
 
（倫理面への配慮）特になし 
 
Ｃ．研究結果 
  国立マラヤ大学（12学部、学生数25000人）はマ
レ－シア最高位の総合大学である。安全衛生管理体制
の基本は機械・装置などを主とした工場管理と労働安
全衛生の関係法令に基づき、学長を頂点する厳格なピ
ラミッド型体系が組織され、各部局には労働安全衛生
委員会が設置されている。理工系部局には緊急時対
応、リスク対応、労働環境対応、危機管理対応、事故
解析対応、労働安全衛生教育のセクションが設けら
れ、専属スタッフが配置されている。安全衛生委員会
では、機械安全、建築・施設管理、緊急時対応、人心
安全、危険物質、作業場安全、食品衛生、放射線安全、
生物安全が検討課題とされている。特に、強固な権限
を与えられた専属スタッフの配置が重要ポイントで
ある。 
 
Ｄ．考察 
  マラヤ大学の安全衛生管理では、組織・体制が整
備され、各実験室の出入口付近の危険表示などの良い
工夫が認められた。 

 

また、緊急シャワ－や消火器などの緊急時
 設備の設置も確認できた。前年度に訪問し
 た各大学と比べて、実験研究設備等の水準
 は、国や大学によって差異があり、大学生
 の危機意識や事故対応力も異なることが 
 予想された。 
 
 Ｅ．結論 
 今後も大学の現場視察を進め、当地の
 現状把握すると共に、安全衛生レベルの
 評価軸を策定して、安全衛生教育体系の
 整備と現場に見合った安全衛生教育内
 容を選定する必要がある。 
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